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特別利益と特別損失の発生及び業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

 この度、当社において下記のとおり、特別利益と特別損失が発生いたしますので、その概要をお知

らせするとともに、本日開示いたします「平成２６年３月期 決算短信[日本基準]（非連結）」と平成

２６年２月１９日に公表しました業績予想について、下記のとおり差異が発生しましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

１．特別利益の発生及び内容 
  昨年末の平成２５年１２月３１日に閉鎖しました小豆沢油槽所を売却することにより、当該資産

（土地、建物他）の売却額４億４０百万円から、諸経費、帳簿価格を差し引き、４億１０百万円の

特別利益の計上と平成２６年２月１９日に開示いたしましたが、その後、土地再評価差額金取崩額

１億３８百万円及び法人税等調整額９０百万円を計上いたしました結果、固定資産売却益は１億７

９百万円を計上するに至りました。 
 
２．特別損失の発生及び内容 

 減損損失として仙台の営業拠点１箇所の建物帳簿価格１億１６百万円、退職給付費用では石油業厚

生年金基金の解散による損失の見積額８７百万円を計上いたしました。 

貸倒引当金繰入額では、平成２６年３月期第２四半期において売掛金の滞留の債権額の５０％計上

した残額の５５百万円を新たに計上し、その他の滞留額と合わせて通年で計１億１３百万円を計上い

たしました。 

特別修繕引当金繰入額では、巣鴨ダイヤビルの耐震補強工事の一部と立体駐車場のオーバーホール

の費用を合わせた７２百万円を計上いたしました。 

  

３．業績予想と実績値の差異について 

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５,５５１ △１８２ △１９２ １０ １.３２ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ５,５３５ △２０９ △２２８ △３８８ △４７.２５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１６ △２７ △３６ △３９８  

増 減 率            （％） △０.２ ― ― ―  

前 期 実 績 （ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 期） ６,３７５ １２ △１４ △４２ △５.５７ 

 
４．業績予想の差異の理由 

   売上高については、ほぼ予想通り推移したものの、営業費において、自社ビルの修繕引当金繰

入額２８百万円を計上したことにより営業損失が２億９百万円となり、営業外費用において、借

入金一括返済諸費用、割引手形の保証債務費用等の計８百万円を計上した為、経常損失２億２８

百万円となりました。 
  特別損益においては、上記の１と２を主な要因とし、特別利益の計１億８０百万円と特別損失

の計４億２２百万円を計上した結果、当期純損失３億８８百万円となりました。 
以 上 


